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生徒・保護者・地域の皆様へ 令和３年５月２８日（第２号）
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★運動会のご参観ありがとうございました。

５月２０・２１・２２日の３日間で運動会を実施しました。昨年度と同様に学年別での開催となりまし

たが、今年度は土曜日の午後に全校生徒が校庭に集まり、昨年度には実施できなかった生徒会種目、部活

対抗リレー、スウェーデンリレー、全校生徒での FLAG UPの４種目を行うなど、内容を更に充実させて
実施することができました。学年別にご参観いただいた保護者の人数は、２学年が 145名、１学年が 154
名と平日ながら多くの方にご覧いただき、土曜日の３学年では 175名の保護者の方が生徒の雄姿を応援に
来てくださいました。そのため、生徒たちも昨年以上に力の入った競技だったように思います。また今年

は「開校６０周年記念運動会」ということで、同じ校庭で繰り広げられてきた先輩方の運動会を想像しな

がら６０年間の歴史に恥じないような運動会にしよう、という気持ちで臨んでくれました。特に３先生は、

女子のダンスで｢KITACHU 60｣､男子
の集団行動で｢北中６０｣という文字を

形作るメッセージ・パフォーマンスを

取り入れて開校６０周年を盛り上げて

くれました。３日間にわたる学年部門と、最後の全校部門で「北中２大行事」の一つを十分に満喫できたこ

とでしょう。

雨のために教室でサテライト形式

で行った閉会式で、講評として生徒に

話したことを紹介いたします。

今年の運動会のスローガン「力戦奮闘」を遥かに超え、６０年間の先輩方の運動会に負けない素晴らし

い運動会でした。初日の２年生。昨年以上にメリハリのある動きと、積極的に運動会を楽しもうとする姿

勢に中堅学年としての頼もしさを感じました。２日目の１年生。入学してまだ１か月半ですが、学年内の

仲の良さが多くの場面で見られ、またどの競技にも全力で取り組む姿がとても素敵でした。そして３年生。

力強さと速さを遺憾なく発揮し、後輩たちが目標とすべき運動会を示してくれました。また、開校６０周

年記念運動会として、女子のダンスではチームワークを、男子の集団行動では団結力を表現してくれまし

た。どの学年も、それぞれの良さが光る、とても素晴らしい内容だったと思います。

各学年で優勝、準優勝と順位がつきました。しかしそれは運動会を行ったその日の結果にすぎません。

当日までに各学級で積み重ねてきた努力とそこから生まれた仲間との絆は、どのクラスも優越がつかない

尊いものです。共に頑張ってきた仲間とクラスの団結を誇りにして、これからの学校生活でも生かしてい

ってください。開会式のあいさつで「この運動会で皆さんに期待すること、それはチームワークと団結力

です」という話をしました。何故でしょうか。 【 裏面につづく 】

校長 津 村 慶



皆さんもどこかで耳にしたことがあると思いますが、今の社会、これからの時代は「予測が困難な時代」と

言われています。５年先、人によっては３年先の世の中がどうなっているのかまったく予想ができないな

どと言われています。今、私たちが経験している新型コロナウィルス感染症もその一つです。そのような新

しい、未知の出来事が起こる世の中を生きていくうえで最も大切な力の一つが「仲間と協力する力、話し合

って一緒に何かをする力」です。一人ではできないことも、他の誰かが協力してくれればできる。５人で力

を合わせるよりも１０人で力を合わせたほうが、より大きな成果を生み出すことができる。何が起こるか

わからない時代だからこそ、周りにいる仲間と話し合い、協力して取り組んでいくことが重要になるので

す。北中野中学校の先生たちも、普段、仕事をするうえで一番大切にしていることはチームワークです。そ

れがあれば、難しいことでもどうにか乗り越えていけるからです。これから先、皆さんが何歳になっても、

どんな集団に所属しても必ず必要になる力だからこそ、ぜひ中学生のうちに身につけてほしいと思ってい

ます。この運動会に向けて、仲間と協力して話し合いながら、多くの努力を積み重ねてきました。その中で

生まれたチームワークや団結力はどのクラスも、たいへん素晴らしかったと思います。この経験を運動会

だけで終わらせることなく、これからの学校生活でも大切にしてください。

開会式 選手宣誓

ソーシャルディスタンス走

１年 ビッグ・トルネード

１０００ｍ走 ３年男子 集団行動

３年女子 ダンス 全校 THE FLAG UP



〈本校における新型コロナウイルス感染症対策について〉

本校では、国や都のガイドラインに基づき次のような対策を行っています。

１ 感染症予防策の徹底

・こまめな手洗いやマスクの常時着用（体育の授業や部活動を含む）についての指導する。

・毎朝自宅で検温し、その結果を記入・提出するとともに、発熱等の風邪の症状が見られるとき

は、無理をせずに自宅で休養するよう保護者へ依頼する。

・校内に石けんや消毒用アルコールを設置するなど、手指衛生を保てる環境を整備する。

２ 教育活動上の留意点（感染症対策に留意した各教科等の指導）

・近距離での会話や大声での発声等は緊急時を除いて避ける。

・感染症対策を講じてもなお感染の可能性が高い一部の実技指導などについて、年間授業計画を

見直し、指導の順序を変更する等の工夫を行う。

・給食時、生徒が対面して喫食する形態を避け、会話を控える。

・部活動では、地域の感染状況や生徒の体力、健康状況を考慮し、実施内容や方法を工夫する。

また、活動については保護者の同意を得た上で行う。

３ 感染者及び濃厚接触者への対応について

［感染者があった場合］

・感染者があった場合、当該生徒について治癒するまでの間、出席停止とする。

・中野区保健所及び中野区教育委員会に当該生徒の症状の有無、学校内における活動の態様（活

動内容・活動場所・人数等）、接触者の状況等をすみやかに報告する。

・中野区保健所による濃厚接触者の特定後、中野区教育委員会の方針に基づき対応を行う。プラ

イバシーに配慮した上で、保護者に対して説明文書を配布する。

→中野区ホームページへの掲載及び保護者への通知については、中野区教育委員会の方針に

基づいて行います。同居家族が感染した場合等は、生徒の PCR 検査の実施の有無に関わら

ず出席停止の措置が取られており、この場合説明文書は配布しておりません。

［生徒の同居家族が感染した場合］

・中野区保健所及び中野区教育委員会にすみやかに報告するとともに、今後の対応を確認した上

で、感染の有無等、状況が明らかになるまで、当該生徒に対して出席停止の措置を行う。

→同居家族が PCR 検査を受けた場合は、結果が判明するまで登校は控えてください。出席停

止扱いとなり、欠席にはなりません。ご協力よろしくお願いします。

４ 感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別への対処

・感染者、濃厚接触者とその家族、感染者の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対する

偏見や差別につながるような行為は断じて許されないものであり、偏見や差別が生じないよう

に指導を行う。



〈5 月 12 日(水)校内研修会～ｉＰａｄを活用した授業～〉

〈5 月 14 日(金)生徒総会〉

＜６月行事予定＞ ＊新型コロナウイルス感染症対策のため、行事が変更となる場合があります。

日
曜
日

学校行事等 会議等
給
食

水

相
談

1 火 SH 身体計測・スポーツテスト 専門委員会　15:00 ○
S
C

歯科検診① 中央委員会　15:45清掃なし ○
区相
談員

2 水 尿検二次 校内研修　15:00 ○
心の
教室

4 金 尿検二次追加 ○
心の
教室

3 木

5 土

生徒朝礼　安全指導 ○

6 日

8 火 ○
S
C

7 月

9 水
SH①～④(1・2年)　⑤カット

第1回定期試験(3年)
中教研（教科部会）15:00 ○

心の
教室

10 木
SH
第1回定期試験

○
区相
談員

11 金
SH
第1回定期試験
オープンキャンパスⅠ

○
心の
教室

12 土
土曜授業日
道徳授業地区公開講座
乗り入れ授業（西中野小）

×

13 日

14 月 水泳指導始 ○

15 火 巡回相談1年 ○
S
C

16

18

21

24

27

校内研修会　15:00 ○
心の
教室

17 木 ○
区相
談員

金 ○
心の
教室

19 土

20 日

月
全校朝礼
音楽鑑賞教室(2年)
乗り入れ授業始

○

22 火 第1回進路説明会（3年⑥ｶｯﾄ） ○
S
C

23 水 歯科検診② 職員会議 ○
心の
教室

木 避難訓練 ○
区相
談員

25 金
耳鼻科検診
巡回相談2年

○
心の
教室

26 土

日

28 月 SH 専門委員会　15:30 ○

○
心の
教室

29 火 薬物乱用防止教室⑤1年⑥2年 中央委員会　15:45清掃なし ○
S
C

＊相談室在室時間　　　　SC（スクールカウンセラー）：火曜日　　８：３０～１７：００　　　心の教室相談員：水・金曜日９：００～１４：００
　　　　　　　　　　　　区相談員　　　　　　　　　：木曜日　　９：３０～１３：３０

日
曜
日

学校行事等 会議等
給
食

相
談

30 水 定期健康診断終

５校時、３年Ｃ組で理科の校

内研究授業が行われました。先

生方は、一人一台タブレットの

活用方法について、実際の授業

を通して学びました。

各教室にオンライン配信を

行い、生徒総会が実施されま

した。前期委員会の活動方針

に対し、活発に意見が交換さ

れました。


